
市政だより

年度 全額免除 半額免除 1／4免除 3／4免除
平成15年度

平成24年度

１４，86０円

１４，98０円

７，43０円

７，49０円

－

３，74０円

－
平成16年度 １４，64０円 ７，32０円 － －
平成17年度 １４，69０円 ７，35０円 － －
平成18年度 １４，75０円 ７，37０円 ３，68０円 １1，05０円
平成19年度 １４，78０円 ７，39０円 ３，69０円 １1，08０円
平成20年度 １４，89０円 ７，44０円 ３，72０円 １1，17０円
平成21年度 １４，97０円 ７，48０円 ３，74０円 １1，22０円
平成22年度 １5，24０円 ７，62０円 ３，80０円 １1，42０円
平成23年度 １5，02０円 ７，51０円 ３，75０円 １1，26０円

１1，23０円

2013.8 1011 2013.8

地域チャレンジ！公募提案型協働事業が決定しました
問協働推進室☎32-2032

追納できます　国民年金保険料
問津山年金事務所（田町）☎31-2363、保険年金課（市役所１階７番窓口）☎32-2072

市
民
と
市
長
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た

問
秘
書
広
報
室
☎ 
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津
山
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー 

会
員
募
集
中

問
津
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
ア
ル
ネ
・
津
山
５
階

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
さ
ん
・
さ
ん
」
内
）
☎ 
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山城の祭典

じば子のおうちプロジェクト
第１回津山ショウガまつり

不登校の子どもと大人への個別支援

美作の国つやま検定で地域おこしプロジェクト

　
津
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
の
援
助
を
し
て

ほ
し
い
人
（
依
頼
会
員
）
と
、
援
助
を
し
た
い
人
（
提
供
会
員
）
を
つ
な
ぐ
子

育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
提
供
会
員
は
、
放
課
後
や
急
な
用
事
な
ど
で
子

ど
も
の
面
倒
が
見
ら
れ
な
い
時
に
、
依
頼
会
員
の
子
ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

　
現
在
、
依
頼
会
員
・
提
供
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

サポートを受けた感想は？
○津山に引っ越して来て、知
り合いがいなかったので、
本当に助かりました
○周りに先輩のママがいなか
ったので、提供会員の姿や
助言が参考になります

入会のきっかけは何ですか？
○育児中に、歯医者に行きた
くて、子どもの預かりをお
願いした
○友だち同士で助け合おうと、
両方会員として入会した

活動してみて感想は？
○時間を有意義に使えるし、
子どもが懐いてくれるので、
かわいらしくて嬉しい
○｢ありがとう！｣「助かりま
す」の言葉が元気の源。も
っとサポートしてあげたい
という意欲が湧いてきます

入会のきっかけは何ですか？
○退職したので、何か社会貢
献がしたいと考えて
○知り合いから「一緒にサポ
ートしよう」と誘われて

　市では、市民活動団体や事業者などが主体となって、地域が抱えるさまざま課題の解決を行う「公募提案型
協働事業」を実施しています。
　今年度も公開プレゼンテーションの結果、５団体の事業を採択しました。

　国民年金は保険料の免除や納付猶予を受
けると、将来、受け取る年金額(老齢基礎
年金)が全額納付した時に比べて少なくな
ります。
　国民年金の保険料は、免除や猶予を受け
てから10年以内であれば、後から納付す
ること（追納）ができます。

※追納は、津山年金事務
所または保険年金課、
各支所市民生活課にお
申し込みください

団体名　美作の中世山城連絡協議会
内容　地域の文化財である山城についての研究報告
会やシンポジウムを開催する。また、山城に伝わ
る舞踊や特産品などを紹介して、山城に対する認
知度を高める　　　　　　   （11月30日㈯開催)

団体名　城東まちづくり協議会
内容　城東地区の高齢者 (

●

じいちゃん・
●

ばあちゃ
ん)と

●

子どもたちが、日常的にふれあうことがで
きる場を提供し、地域に新たな活力を呼び起こす
とともに、安全・安心のまちづくりにつなげる

団体名　津山東高等学校
内容　津山ショウガを使った料理レシピや地場産農
作物を使った料理などを紹介することで、地場産
農産物の消費拡大に結びつける。また、学生と市
民が触れ合うことで、郷土への愛着を深める
　　　　　　　　　　　　   　（10月27日㈰開催)

団体名　特定非営利活動法人オレンジハート
内容　不登校に悩む子どもとその保護者への個別支
援を行い、不登校の解消や心のケアを行う。ま
た、不登校に対する社会的な理解を広げる講座な
ど、啓発活動を行う

（不登校講座第１回　８月31日㈯開催)

団体名　津山商業高等学校　商業クラブ
内容　美作国建国1300年記念事業として「美作の
国つやま検定」を実施する。美作地方に伝わる天
神人形を通して郷土の風習や文化を見つめ直し、
地域おこしにつなげる
（美作の国つやま検定　平成26年２月11日㈷開催)

第７回
と　き  ７月３日㈬
テーマ  乳児家庭を訪問
　　　  し子育てを応援

河内 愛子さん(志戸部)
尾島 玲子さん(　　　)
楢本 康江さん(南方中)
森里 佳子さん(中北上)
池内 俊子さん(国分寺)
太田 広子さん(林田)

※平成22年度以前の保険料には経過期間に応じた加算額が上乗せされて
　います（網掛け部分）

平成25年度に追納する場合の保険料月額

依頼会員に聞いてみました 提供会員に聞いてみました
じば子のおうちプロジェクト・いのこ

参
加
者

加茂町
成安

　
市
が
行
っ
て
い
る
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
」
で
活
動
し
て
い
る
「
赤
ち
ゃ
ん
子
育
て

応
援
隊
」
の
６
人
が
、
市
長
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
昨
年
か
ら
、
第

２
子
以
降
で
生
後
４
カ
月
ま
で
の
乳

児
の
い
る
家
庭
を
訪
問
し
て
い
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
子
育
て
を

経
験
し
た
隊
員
が
、
母
親
と
同
じ
目

線
で
話
す
こ
と
で
、
子
育
て
の
不
安

や
大
変
さ
に
共
感
し
合
え
、
信
頼
感

も
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
、
子
育
て
に
つ
い
て

話
し
合
え
る
人
が
身
近
に
少
な
い
市

外
か
ら
の
転
入
家
庭
か
ら
、
訪
問
を

大
変
喜
ば
れ
、
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
る
と
話
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
乳
児
家
庭
へ
の
訪
問
率

が
、
24
年
度
末
で
99
％
に
ま
で
達
し

た
こ
と
は
、
関
係
者
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
、

今
後
と
も
、
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
訪
問
を
お

願
い
し
た
い
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

◆
乳
児
家
庭
へ
の
市
の
訪
問
事
業

　
市
で
は
、
子
育
て
支
援
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や

か
な
成
長
を
応
援
す
る
た
め
に
、
生
後
４
カ
月

ま
で
の
乳
児
が
い
る
家
庭
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

訪
問
に
は
、
保
健
師
と
助
産
師
に
よ
る
「
新
生

児
訪
問
」、
愛
育
委
員
に
よ
る
「
お
め
で
と
う

訪
問
」、
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・
看
護
師
な
ど

の
資
格
を
持
つ
人
に
よ
る
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち

ゃ
ん
訪
問
」
が
あ
り
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
津
山
す
こ
や
か
・
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー
に
開
設
さ
れ
て
い
る
親
子
ひ
ろ
ば

「
す
く
す
く
」
の
よ
う
な
、親
子
で
一
緒
に
遊
べ
、

親
同
士
が
子
育
て
に
つ
い
て
語
り
合
え
る
機
会

が
身
近
で
増
え
れ
ば
、
母
親
の
負
担
が
少
な
く

な
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
は
、
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
は
っ
ぴ
ー

子
育
て
教
室
」、
育
児
相
談
や
児
童
館
・
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
行
っ
て
い
る
「
す
く
す
く
久
米
」「
す

く
す
く
勝
北
」
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
人
が
参

加
で
き
、
親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
と
と

も
に
、
親
同
士
の
交
流
を
深
め
ら
れ
る
場
と
し

て
い
き
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

子
育
て
の
不
安
や
大
変
さ
に
共
感
し
応
援

子
ど
も
や
親
が
交
流
で
き
る
場
が
大
切


